
２０１２年(平成２４年）ロコ′，函桑斤雇頚

－■＝一一－－－b一一-1

5月１９白（土晒日）

い は い 首

“
』

で
も

護
士
合
格
一
灘
繍
蕊
繍

①
。
■

議
諜
瓢
施
設
要
望
と
ズ
レ

潅
灘
霊
譲
贈
鞠
溺
盤
融
謹
輯
柵
濯

国
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譲
に
今
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合
重
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祉
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毒
ら
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書
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祷
る
気

士
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い
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い
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で
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今
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格
者
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強
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ｓ
人
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国
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の
毒
雷
に
醤
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軸
０
８
年
度
以
降
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
ブ
イ

》
リ
ビ
ン
か
ら
看
護
師
と
介
護
福
祉
士
の
侯

函
補
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
在
留
期
間
は

》
原
則
、
看
護
師
Ｓ
年
、
介
護
福
祉
士
４
年
。

》
資
格
を
取
得
す
れ
ば
期
間
を
延
ば
せ
る
。

帰
国
し
、
ｓ
人
が
帰
国
予

定
ｐ
「
長
期
就
労
を
期
待

す
る
施
設
の
思
い
が
本
人

た
ち
へ
伝
わ
っ
て
い
な
か
．

つ
た
」
と
分
析
す
る
。
本

年
度
か
ら
来
日
の
際
に
合

格
後
に
何
年
働
く
意
向
か

確
認
し
、
施
設
に
伝
え
る

主
つ
に
し
て
い
る
。
ｊ

日
本
貿
易
振
興
機
構
に

よ
る
と
、
日
本
の
月
収
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イ
ン
ド
ネ
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ア
や
フ
ィ
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ピ
ン
の
加
倍
前
後
に
及

ぶ
。
九
州
大
大
学
院
の
安

立
清
史
教
授
．
（
福
祉
社
会

学
）
ら
の
２
０
０
９
年
の

調
査
で
来
日
動
機
の
上
位

を
占
め
た
の
は
、
家
族
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経
済
支
援
や
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
だ
っ
た
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る
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日
本
の
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設
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痛
を
感
じ
た

い
う
廻
安
立

妨
鮒
伽
側
Ⅷ

け
で
は
な
い
。
意
向
を
く

み
取
っ
て
、
働
く
条
件
を

話
し
含
っ
姿
勢
が
必
要
」

と
指
摘
し
て
い
る
ｐ

宮
■■■ .Ａ｢上ｵ稼ぎ感覚｣も？


